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第 1 部 構造デザインコンテスト 

【発表作品】 
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第 2 部 構造デザイン発表会 

【発表作品】 
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折版構造による無落雪カーポートの提案 
カメイエンジニアリング(株) 成田諭 関郁弥 

 

1.はじめに 

本建物は JR 新青森駅からほど近くに 2024 年７月

に竣工したカメイ株式会社青森支店の駐車場施設

として計画したものである。設計の課題は雪下ろ

しの必要ない開放的な駐車場にすることであった。

青森市は豪雪地区であり設計条件である 180ｃｍ

の積雪荷重をどのように支持するかが最大のポイ

ントであった。 

 
2.構造計画 

架構の構成課題は以下の二つである。 

１） 車両駐車の際にドアと柱が干渉しないよう

に柱位置を工夫すること 

２） 極力軽やかな屋根にすること 

一般的な一方向片持形式でのスタディでは梁成が

700 程度必要となり軽やかさが実現できず現実的

ではなかった。次にトラス構造としてスタディし

たが部材単体は細くできたが元端部のせいが大き 

く軽やかさは実現できなかった。そこで HP シェル

から着想を得て鉄骨材の特性である軸力強度を最

大限利用できるテンションリングと圧縮サポート

材で屋根版を支える折版構造とした。1 ユニットは

4 台駐車となる短辺 5.5ｍ、⾧辺 11.0ｍの屋根版を 6

ユニット連結配置する。車両出入方向はスパン２ｍ

の丸鋼ブレース併用門型ラーメン架構、⾧手方向は

ユニットを連結することで成立する３ヒンジラー

メン架構とし、このフレームに折版構造の屋根版を

載せる形式である。使用部材は、架構フレームおよ

びテンションリングは H250 シリーズ、圧縮サポー

ト材は H200 シリーズ、柱は丸鋼管 267φとした。 

 

 

3.設計概要 

解析はマルチフレームによる立体フレーム解析を

行った。計算ルートは 1-2 である。⾧期（床固定

＋70％積雪＋自重）、短期：雪（床固定+100％積雪

+自重）、短期：地震 X （床固定+35％積雪+自重+X

地震）、短期 Y の各荷重条件において解析を行った

結果、⾧期荷重時が支配的な応力状態となった。 
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4.施工状況 

 

5.まとめ 

本計画では軸力伝達機構を生かした折版構造によ

る大屋根をスレンダーな架構で実現できた。昨冬

の積雪を経験したが快適な無落雪屋根版の機能を

いかんなく発揮した。今後は架構フレームの改良

を試み各方面に提案していきたい。 

圧縮サポート材 

軸力図 

変形図 

架構イメージ 
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ご協賛いただきました企業のみなさま 
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Ishiyama Architectural Engineering And Structure Office

990-2483 8 40 TEL 023-643-4407

FAX 023-666-3420
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